
薬剤部 部署の特徴



薬剤部の基本情報
主な業務指標

届出済病棟薬剤業務実施加算1
届出済病棟薬剤業務実施加算2

2,604件/⽉（2024年度）薬剤管理指導料算定件数
外来 2,494件/⽉、

⼊院1,080件/⽉（2024年度）抗がん剤無菌調製件数

803件/⽉（2024年度）⾼カロリー輸液無菌調製件数
投与設計564件/⽉（2024年度）薬物⾎中濃度モニタリング件数

54名（2024年度）実務実習⽣受け⼊れ⼈数

専⾨・認定薬剤師の研修施設認定
・⽇本医療薬学会 認定薬剤師制度研修施設
・⽇本医療薬学会 がん専⾨薬剤師研修施設
・⽇本医療薬学会 薬物療法専⾨薬剤師研修施設
・⽇本医療薬学会 地域薬学ケア専⾨薬剤師研修施設（基幹施設）
・⽇本病院薬剤師会 がん薬物療法認定薬剤師研修施設
・⽇本病院薬剤師会 HIV感染症薬物療法認定薬剤師研修施設
・⽇本臨床薬理学会 薬物療法専⾨薬剤師研修施設



スタッフ
職員

1名教授・薬剤部⻑

2名准教授・副部⻑
（薬学部所属1名含む）

3名副部⻑

5名講師・助教

10名主任

65名薬剤師
（うちレジデント8名）

15名技術補佐・事務補佐

（2025年4⽉時点）

認定・専⾨薬剤師
⽇本医療薬学会
・指導薬剤師（9名）
・専⾨薬剤師（21名）
・がん指導薬剤師（1名）
・がん専⾨薬剤師（4名）
・薬物療法指導薬剤師（1名）
・薬物療法専⾨薬剤師（1名）

⽇本病院薬剤師会
・病院薬学認定薬剤師（23名）
・がん薬物療法指導薬剤師（1名）
・がん薬物療法認定薬剤師（3名）
・感染制御専⾨薬剤師（1名）
・精神科専⾨薬剤師（1名）
・精神科薬物療法認定薬剤師（3名）
・HIV感染症専⾨薬剤師（1名）
・妊婦・授乳婦薬物療法専⾨薬剤師（1名）
薬学教育協議会
・実務実習指導薬剤師（16名）

⽇本化学療法学会
・抗菌化学療法認定薬剤師（3名）

⽇本精神薬学会
・精神薬学会認定薬剤師（1名）

⽇本臨床薬理学会
・指導薬剤師（1名）
・認定薬剤師（1名）

⽇本糖尿病療養指導⼠認定機構
・糖尿病療養指導⼠（4名）

⽇本アンチ・ドーピング機構
・スポーツファーマシスト（2名）

⽇本病態栄養学会
・NST研修修了（5名）

（2025年4⽉時点）

⽇本臨床腫瘍薬学会
・外来がん治療専⾨薬剤師（1名）
・外来がん治療認定薬剤師（1名）
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レジデント制度
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京大病院薬剤部のレジデントプログラムの特徴
・セントラル、病棟、学術的な取り組みをバランス良く！
・ポートフォリオを取り入れた体系的で充実した研修プログラム！
・大学病院ならではの症例を経験してキャリアアップ！
・薬剤師業務だけでなく、研究も手厚くサポート！

レジデント
フォーラム

レジデント
フォーラム



Manager Pharmacist

Basic Pharmacist（２年間） ⽬標：基本的なスキルを習得した薬剤師

 初期の薬剤部⾨業務の習得
 セミナーでの基礎知識の習得

 内科・外科病棟の基本業務の習得
 専⾨業務の初期研修、学会発表等（2年⽬）

General Pharmacist（6〜10年間） ⽬標：⾃⽴できる薬剤師

 全般的な薬剤部⾨業務の習得
 学会発表・論⽂執筆

 判断能⼒・予測能⼒の育成
 新⼈・学⽣教育の実施

Advanced Pharmacist（5〜15年間）
⽬標：専⾨薬剤師・ミドルマネージャー

 専⾨的知識・技能の習得
 新しい業務計画の⽴案と実⾏
 学会発表・論⽂執筆（英語）

 若⼿薬剤師のマネジメント
 学会発表・論⽂執筆の指導

薬剤部⻑・副部⻑、教員

京⼤病院以外でのキャリア

・⼤学院
・薬局
・製薬企業
・留学

・中⼩病院
・⾏政
・CRO
・⼤学

薬剤師のキャリアパス⽀援
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京⼤病院薬剤部出⾝の
教授・薬剤部⻑（現職）
⼤学病院
・京都⼤学医学部附属病院
・札幌医科⼤学附属病院
・⼭形⼤学医学部附属病院
・滋賀医科⼤学医学部附属病院
・⼤阪⼤学医学部附属病院
・神⼾⼤学医学部附属病院
・和歌⼭県⽴医科⼤学附属病院

その他病院
・北野病院
・⼤阪⾚⼗字病院
・済⽣会中津病院
・済⽣会野江病院
・りんくう総合医療センター

など
⼤学関係
・慶應義塾⼤学
・愛知学院⼤学
・⽴命館⼤学
・⼤阪医科薬科⼤学
・姫路獨協⼤学
・和歌⼭県⽴医科⼤学

など

学位取得

まずは臨床経験を多く積ませて⾃⽴して判断のできる薬剤師へと成⻑させ、その後に
学位や専⾨薬剤師の取得を⽀援する。さらに、⼥性薬剤師の活躍を促進するために
も、薬剤師の働き⽅改⾰にも⼒を⼊れる。最終的には、マネージメント教育も取り⼊
れて、全国へ教授・薬剤部⻑などの輩出を⽬指す。



研究活動



薬剤部の主な業績



Robotic Process Automation（RPA）

パソコン上で⾏っている定型業務を⾃動化できるソフトウェアロボット技術のこと
です。実体のあるロボットではありません。PCの中だけで動くロボットで、仮想
知的労働者（デジタルレイバー）とも⾔われています。
京都⼤学医学部附属病院 薬剤部では、⼀部の業務にRPAを活⽤しています。

データを検索 データを転記 データを加工

データを判断 ファイルを作成 メールを送信

薬剤部で活⽤しているRPAの例
処⽅せんの⾃動発⾏、発注管理、会議資料の作成補助
腎機能低下患者の抽出および担当薬剤師へメール連絡
特定患者の抽出および帳票印刷、指導書の⾃動作成

業務の効率化、医療の質向上、収益の向上に繋がる！

RPAとは？
Robotic Process Automation の略です
ロボティック プロセス オートメーション

＜RPAでできること＞


